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平成２４年度「福井新々元気宣言」推進に係る政策合意の実施結果 

（平成２５年３月末現在） 

 

 「福井新々元気宣言」の４つのビジョンを着実に実現していくため、平成２４年４月に知事と合

意した「政策合意」の実施結果について、次のとおり報告します。 

 

 平成２５年３月 

 

土木部長 西山 幸治 

 

Ⅰ 総括 

１ 道路交通ネットワークの整備 

・ 舞鶴若狭自動車道の一日も早い開通や、スマートインターチェンジの整備促進について、中日

本高速道路株式会社や国に要請しました。 

  小浜・敦賀間については、野坂岳トンネルの掘削が完了し１４本すべてのトンネルが貫通する

など、平成２６年度開通に向けて全区間で工事が進められています。 

  敦賀南スマートインターチェンジ（仮称）については、４月に設置が許可され、工事に着手し

ました。 

・ 中部縦貫自動車道の整備促進や大野・大野東間の早期事業化について国土交通省に強く要請を

行いました。 

  永平寺大野道路の勝山・大野間については、3月 24日に開通しました。 

福井北・松岡間については、松岡高架橋の架設が開始され、永平寺東・上志比間では、谷口高

架橋の下部工事が着手されるとともに、長年、未買収であった用地の取得に進捗がみられました。 

大野油坂道路については、大野東・和泉間で用地買収に着手し、今年度事業化された和泉・油

坂間では、調査設計が進捗しています。 

・ 併せて、県内の主要道路の整備について、優先度をつけて計画的に促進しました。 

・ これからも、高規格幹線道路の早期整備と主要道路の効率的な整備により、道路交通ネットワ

ークの確保を図っていきます。 

 

２ 災害に強いインフラの整備 

・ 足羽川ダムについては、流域の安全を確保するため一日も早いダム完成を国に求めていきます。

また、河内川ダム、吉野瀬川ダムについても早期完成に向け事業を推進します。 

・ 県内の河川において、洪水に備えた改修を進めるとともに、河道内の流下阻害の恐れのある土

砂や雑木等の除去を行い、治水安全度を向上しました。 

・ 土砂災害対策などのハード整備と併せて、市町と連携した避難訓練や防災講習会を実施すると

ともに、災害時要援護者関連施設に対し避難訓練の実施の働きかけを行い、防災体制の整備を

図りました。 

・ 道路の防災・防雪・除雪・融雪対策、橋梁の長寿命化対策を進め、道路の安全を確保しました。 

・ これからも、自然災害に対する県民の安全安心の確保を図っていきます。 
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３ 県民と共動して便利で美しいまちづくり 

・ 県内８地区における地域の特性に応じた住教育の実施、橋りょう景観ガイドラインに基づく評

価など、景観改善の環境づくりを進めました。 

・ 老朽化や退色が進んだ公共施設の案内看板等の除却や、歩道整備区間における道路標識等の集

約化を実施し、道路景観を改善しました。 

・ 県都のシンボルである足羽川でのにぎわい創出のため、水辺での活動の促進と定着に取り組み

ました。 

・ これからも、景観改善やにぎわい創出などを図る各種施策を実施することで、県民の生活に潤

いと活力を与えるまちづくりの推進を図っていきます。 

 

 

 

 

 

Ⅱ 「政策合意」項目にかかる結果について 

 ・別紙「平成２４年度 政策合意項目にかかる実施結果報告（土木部）」のとおり 
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平成２４年度 政策合意項目にかかる実施結果報告（土木部） 

（平成２５年３月末現在） 
【実施結果の区分】 

  ・目標を上回って達成しました。（例：成果が目標を概ね２割超えて達成されたもの） 

  ・目標を達成しました。（例：成果が目標どおり達成されたもの） 

  ・目標を一部達成しませんでした。（例：成果の一部が目標に及ばなかったもの） 

  ・目標にはいたりませんでした。（例：成果が目標に及ばなかったもの） 

  ・引き続き実施します。（例：成果を上げるためには年度を超えて実行する必要のあるもの） 

役職 土木部長 氏名 西山 幸治 

項 目 実 施 結 果 

１ 観光とブランドを産業の柱に 
◇ 観光を福井のリーディング産業へ 
・道の駅の整備【部局連携】 
 昨年度選定した鯖江市および越前町の
２箇所の整備を進めていくとともに、観
光や農産物販売の拠点となる地域振興施
設などの管理運営体制について市町と協
議し、新たな道の駅の整備候補地を選定
します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔成果等〕 目標を上回って達成しました。 

鯖江市および越前町の２箇所については、地域振興施設の
配置等について市町と協議を行いながら整備を進めました。 
 新たな道の駅の整備については、若狭町や永平寺町と体験
施設、特産物販売について協議し、２箇所の整備候補地を選
定しました。 
 
 
 
 
 
 
 

２ 日本一の安全・安心 
◇ 地震・異常気象・災害などに迅速対応 
・道路インフラの防災対策 
 これまでの点検結果により対策が必要
とされる、緊急輸送道路や原子力発電所
に至る道路などの箇所において、法面防
災対策工事を実施します。 
 また異常気象時等、緊急輸送道路や迂
回路の無い路線を重点的にパトロール
し、防災対策の充実を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔成果等〕 目標を上回って達成しました。 

・緊急輸送道路となっている国道３０５号などにおいて、国
の補正予算を活用し、前倒して３９斜面（うち原子力災害制
圧道路に関する斜面は１４斜面）の道路法面対策工事に着手
しました。 
・異常気象時には、緊急輸送道路や迂回路の無い路線および
大飯原子力発電所に至る県道を重点的にパトロールしまし
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選定する道の駅の候補地  １箇所 選定する道の駅の候補地   ２箇所 

               若狭町  ：縄文プラザ 

               永平寺町：永平寺温泉 

 

道路法面対策工事に着手する斜面数  

             ２４斜面  

（うち原子力災害制圧道路に関する斜面数  

              ８斜面）  

（平成２３年度 ３２斜面）  

 

道路法面対策工事に着手した斜面数  ３９斜面 

 

(うち 原子力災害制圧道路に関する斜面数  １４斜面） 
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役職 土木部長 氏名 西山 幸治 

項 目 実 施 結 果 

・道路インフラの除雪対策 
緊急医療施設周辺道路、最重点除雪路

線、緊急輸送道路などから順次消雪施設
を整備します。また、雪崩対策が必要な
箇所に防雪施設を重点整備します。 
 １１月頃までに、パトロール、支障木
の事前伐採、国、高速道路株式会社等と
の情報共有などについて、これまでの大
雪時の課題を再点検し、一層の除雪対策
を進めます。 
 平成２６年度の舞鶴若狭自動車道全
線開通に向け、嶺南地域における今後の
除雪体制のあり方を検討し、除雪対策の
充実を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

 最重点除雪路線である(主)福井四ヶ浦線など８箇所で消雪
施設を整備し約５km 完成、また、防雪施設も５箇所で重点整
備します。 
 １１月までに、嶺南地域の県管理道路において、除雪車を
２台増強、路面監視カメラを５台増設しました。また、国、
高速道路株式会社においても、除雪車の増強、路面監視カメ
ラの増設が行われました。 
 大雪警報が発表時に設置される「福井県道路情報連絡室」
に、今年度より西日本高速道路株式会社を加え、情報の共有
化により迅速な対応が図られました（６回設置）。また、「(仮
称)嶺南地域道路雪対策勉強会」を関係者で開催しました。今
後、平成 26 年度の舞鶴若狭自動車道全線開通に向け、回を重
ね除雪対策の充実を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・原子力災害制圧道路等の整備促進 
 原子力発電所の事故発生時に人員や
重機などの輸送を可能にする災害制圧
道路の整備を進めるとともに、斜面対策
や橋梁耐震補強など、既存の道路の防災
機能の強化を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔成果等〕 引き続き実施します。 

 新設道路４路線については、地元や関係者との協議を経て、
設計を終え、用地買収を進めています。来年度、工事に着手
する予定です。 
 現道の防災対策について、斜面については１４箇所の対策
工事に着手し、６箇所が完了しました。橋梁については青戸
の大橋をはじめ６橋の補修補強に着手し、３橋が完了しまし
た。残る箇所についても早期に完成するよう努めます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

消雪設備の整備延長 ３１９ｋｍ 

（平成２３年度末 ３１５ｋｍ）  

 

消雪設備の整備延長       ３２０ｋｍ   

                 （５ｋｍの増）  

 

斜面対策工事に着手した箇所数      １４箇所 

うち、工事が完了した箇所数       ６箇所 

 

橋梁耐震補強工事に着手した箇所数     ６箇所 

 うち、工事が完了した箇所数       ３箇所 
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役職 土木部長 氏名 西山 幸治 

項 目 実 施 結 果 

・治水対策の促進【部局連携】 
 近年に浸水被害が発生した区間、想定
氾濫区域内に家屋等が集中している区
間、主要事業と関連する区間などを重点
的に整備します。 
 また、計画的に河川の浚渫や伐木を実
施し、あわせて土砂や伐木の有効利用を
図ります。 
 さらに、過去の浸水実績の公表を含
め、洪水・土砂災害ハザードマップの統
合、津波災害警戒区域について検討を進
めます。また、浸水が想定される区域に
おける新たな開発の抑制など適切な土
地利用の誘導を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

治水対策を促進するため、市街地を流れる底喰川、主要事
業である中部縦貫自動車道と一体的に整備が必要な荒川など
効果が早期に発現できるよう重点的に整備を進めました。 
 また、河川の浚渫と伐木を実施し、あわせて浚渫土砂の有
効活用、伐採木材の無償提供を実施しました。 
さらに、適切な土地利用の誘導を図るため、浸水実績図を

作成しました。 
洪水・土砂災害ハザードマップの統合については、平成２

５年度からの運用に向け、情報提供の方法を決定するととも
に、一元化する情報の収集・整理を行いました。 
 津波災害警戒区域については、設定の基準となる国の断層
モデルが公表され次第、津波高・浸水想定に基づく指定方針
を作成します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ダム事業の推進 
 足羽川ダム事業の継続を早期に決定
し、工事着手出来るよう事業推進を国に
強く要請するとともに、水源地域対策特
別措置法に基づく水源地域整備計画の
作成を国、池田町と協力して進めます。 
 河内川ダムについては、本体工事に着
手し、吉野瀬川ダムについては、付替え
道路工事を進め、事業の推進を図りま
す。 
 

〔成果等〕 引き続き実施します。 

 足羽川ダムについては、７月に国土交通大臣がダム事業継
続の方針を決定し、現在国は地元との補償交渉に取り組んで
います。一日も早くダムが完成するよう引き続き国に求めて
いきます。 
 また、水源地域整備計画の策定については、池田町の活性
化に必要な総合的な支援策の検討について全庁体制で取り組
んでおり、引き続き国・池田町と協力して進めていきます。 
 河内川ダムについては、仮排水路トンネル工事の着手に続
き、本体工事に着手しました。吉野瀬川ダムについては、付
替え道路工事を進め、事業の推進を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

整備効果が現れる河川延長 ２，１８０ｍ   

（平成２３年度末 １，１８０ｍ） 

（１，０００ｍの増） 

 

河川の計画的浚渫の実施   ２万ｍ3 

（平成２３年度 ２．４万ｍ3）   

整備効果が現れる河川延長      ２，２２０ｍ 

（１，０４０ｍの増） 

 

河川の計画的浚渫の実施        ２．０万ｍ3   



 

6 

役職 土木部長 氏名 西山 幸治 

項 目 実 施 結 果 

・土砂災害対策の推進【部局連携】 
 土砂災害警戒区域における砂防堰堤
などの整備を進めるとともに、里山砂防
による流域管理を行います。また、除石
による砂防堰堤の機能回復を図り、発生
した土砂については有効利用を推進し
ます。 
 土砂災害特別警戒区域の指定を進め
るとともに、市町が実施する住民の避難
訓練に県が共動し、防災体制の強化を図
ります。 
 また、保育所、高齢者施設、障がい者
施設などの災害時要援護者関連施設に
対し、災害避難マニュアルの作成と避難
訓練の実施を働きかけます。 
 さらに、小学校を対象とした出前授業
を開催し、土砂災害と洪水に備える防災
教育を進めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

 土砂災害から安全安心を確保するため、砂防えん堤などの
施設を整備し、保全する人口が約７００人増加しました。 
 里山砂防については、作業路等を２箇所で整備しました。 
また、除石は３箇所で実施し、発生した土砂は公共工事に

流用するとともに民間工事において利用されました。 
 土砂災害特別警戒区域の指定については、市町とともに未
指定地区を対象に地元説明会を開催し、指定の必要性の理解
を求めました。 
 市町、住民等と連携し、土砂災害ハザードマップを活用す
る土砂災害避難訓練を４市町で実施しました。同時に、防災
講習会を開催し、警戒避難体制の整備を図りました。 
 災害時要援護者関連施設については、土砂災害避難マニュ
アルに基づく避難訓練が７６施設において実施され、防災体
制と避難方法の確認が図られました。 
 小学生を対象とした防災出前授業を２１校で実施し、土砂
災害と水害について防災意識の向上を図りました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・木造住宅の耐震化促進 
 地震による被害を軽減するため、「県
建築物耐震改修促進計画」に基づき、耐
震化率向上を目指し、耐震性が十分でな
い木造住宅の改修工事等に対し、市町と
ともに支援を進めます。 
 また、建築関係団体と共動で、住宅の
リフォーム工事を行う方に対して耐震
補強工事を併せて行うよう働きかける
とともに、耐震化の重要性や工法等につ
いて全市町で説明会を実施し、耐震化へ
の理解を深めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔成果等〕 目標にはいたりませんでした。 

 住宅の耐震化への県民の理解を深めるため、市町が開催す
る参加者の多いイベント等に出向き、補助制度の説明、相談
会、パネル展示などを全市町で実施しました。 
 また、費用負担の軽減を図るため、住宅全体の耐震補強で
はなく、部分的な補強による耐震性能の向上を図る工法の検
討や、リフォーム工事と同時に耐震改修工事が行われるよう
に建築関係団体とともに働きかけました。 
 
 
 
 
 

砂防えん堤などの整備により保全する人口          

３４，１２０人 

市町の土砂災害避難訓練の実施数 

  １０市町 

災害時要援護者関連施設の土砂災害避難訓

練の実施数           ５５施設 

チャレンジ目標 ６７施設 

 

砂防えん堤などの整備により保全する人口 

３４，１２１人（７０１人増） 

 

 

市町の土砂災害避難訓練の実施数   １０市町（４市町増） 

 

 

災害時要援護者関連施設の土砂災害避難訓練の実施数 

７６施設（４９施設増） 

 

 

耐震診断・補強プランが作成される木造

住宅戸数        ２，７６２戸 

(平成 23 年度末 2,512 戸)(250 戸の増) 

 

耐震改修が行われる木造住宅戸数 

 １２０戸 

(平成 23 年度 86 戸) 

耐震診断・補強プランが作成される木造住宅戸数 

        ２，７２６戸（２１４戸増） 

 

 

耐震化が図られる木造住宅数 

        ５９戸 
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役職 土木部長 氏名 西山 幸治 

項 目 実 施 結 果 

３ 豊かな環境、もっと豊かに 
◇ 見える見せる温暖化対策 
・再生可能エネルギー設備の導入 
 九頭竜川浄化センターにおいてバイ
オマスエネルギーを活用する発電設備
の導入に着手するとともに、市町の下水
道処理場における再生可能エネルギー
設備の導入を促し、ＣＯ２削減に取り組
みます。 
 浄土寺川ダムにおいてダムからの放
流水を活用する管理用発電設備の導入
を進めるとともに、砂防堰堤を活用した
小水力発電の普及を促すため、市町等へ
の技術的支援を行います。 
 

〔成果等〕 引き続き実施します。 

 バイオマスエネルギーを活用する発電設備については、平
成２５年度内の供用開始に向けて、九頭竜川浄化センターに
適した消化ガス発電設備の規模や内容等検討と詳細設計を行
いました。また、市町にも導入を促し、福井市の日野川浄化
センターにおいても消化ガス発電設備の平成２６年度供用開
始を目指し作業を進めています。 
 浄土寺川ダムにおいて、流況調査によりダムの放流水を最
大限に活用できる発電出力を決定するなど、管理用発電導入
の準備を進めました。平成２５年度に詳細設計を行い、平成
２６年度から工事に着手します。 
 砂防堰堤を活用した小水力発電については、１市町１エネ
おこし事業等で採択された５地区に対し、砂防堰堤の構造等
に関する情報を提供しました。 
 
 
 
 
 
 

・克雪対策や建設技術の研究への取り組
み【部局連携】 
 雪対策・建設技術研究所では、土木建
設・農業等幅広い分野に活用できる積雪
マップの作成、オールシーズン園芸施設
への雪害対策の活用、河川水を利用した
安価な屋根雪融雪装置の実験などによ
り、克雪対策を進めます。 
 また、建設廃棄物の再資源化、県産材
の用途拡大などコスト縮減やリサイク
ルの推進に関する研究を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

 福井地方気象台の技術的な指導を受け、県内全域の積雪マ
ップを作成しました。 
 既設積雪計３６箇所に加え、観測地点を２０箇所追加し今
年度積雪深を観測しました。引き続き観測を続け、今後、積
雪マップの精度を向上させていきます。 
 農林水産部と協議を重ね、高浜町で建設するオールシーズ
ン園芸施設に、当研究所の成果である２種類の融雪技術（屋
根雪散水融雪技術の応用・画像処理型積雪センサによる効率
的な融雪装置の運転技術）を採用しました。 
 河川水を利用した安価な屋根雪融雪装置（勝山市北谷町 
１０軒）の社会実験、見学会の開催など普及に向けた活動を
実施しました。 
 
 
 

過去のデータを活用した積雪マップの作成 

１件 

オールシーズン園芸施設に雪害対策研究成

果を活用             １件 

 

河川水を利用し家屋の屋根雪を安価に融雪 

するなど実用化に向けた社会・実証実験数 

２件 

・過去のデータを活用した積雪マップの作成       １件 

 

 

・オールシーズン園芸施設に、雪害対策研究成果を活用  １件 

 

 

 

・河川水を利用し家屋の屋根雪を安価に融雪する社会実験 

・安価で環境に優しい再生アスファルト舗装の実証実験 

計２件 
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役職 土木部長 氏名 西山 幸治 

項 目 実 施 結 果 

◇ 景観を県民資産に 
・子どもにも大人にも新しい「住教育」
を推進【部局連携】【共同研究】 
 福井らしい「住まい」「まち並み」「住
まい方」を学び、次世代へ継承する「住
教育」をモデル地区で実践するととも
に、地元大学や関係団体と共動でモデル
地区の調査・分析を行い、地域特性を生
かした豊かな「住まい方」を研究します。 
 また、ゆとりある敷地に地域産材を使
うなどの特徴をもつ住まいを普及・促進
するため、県内にモデル住宅を建設し、
内覧会を実施します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

 県内８地区のモデル地区において、県内大学や関係団体と
連携して、街なか散策や身近な景観づくりなど、地域の特性
に応じた住教育を実施しました。 
また、ゆとりある敷地に県産材を活用し、高齢者に配慮し

た住宅を「福井の住まい」として、普及・促進するため、県
内に３戸のモデル住宅を建設、内覧会を開催しました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・景観調和の美しい社会資本の整備【部
局連携】 
 塗装の塗り替えが予定されている橋
りょうや、新たに整備する橋りょうにつ
いて、「福井県橋りょう景観ガイドライ
ン」に基づき、適切な景観評価を行いま
す。 
 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

 塗装の塗り替えが予定されている２橋りょうおよび新たに
整備（架替）を予定している２橋りょうについて、「福井県橋
りょう景観ガイドライン」に基づき、景観検討会を開催し、
景観評価を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

住教育実践モデル地区数   ８地区 

（平成２３年度末４地区）（４地区の増） 

（福井市、敦賀市、大野市、勝山市、 

 鯖江市、越前市、坂井市、南越前町） 

※市町名は平成２４年度から新たに実践 

する地区 

住教育実践モデル地区数  ８地区 

 平成２３年度から     平成２４年度から 

  福井市：日新地区     大野市：大野地区 

敦賀市：舟溜り地区    勝山市：片瀬地区 

越前市：タンス町界隈   鯖江市：吉江地区 

南越前町：今庄宿     坂井市：東十郷地区 

ガイドラインに基づく景観評価に着手する 

新設予定橋りょう数     １橋りょう 

 

 

 

ガイドラインに基づく景観評価に着手する 

塗り替え橋りょう数     ２橋りょう 

ガイドラインに基づく景観評価を行った新設予定橋りょう数     

２橋りょう 

（布施田橋（坂井市～福井市）、（仮）白鬼女高架橋（越前市）) 

 

ガイドラインに基づく景観評価を行った塗り替え橋りょう数     

２橋りょう 

（青戸の大橋（おおい町）・東山橋（勝山市） 
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役職 土木部長 氏名 西山 幸治 

項 目 実 施 結 果 

・カーナビ時代の道路景観改善 
【部局連携】 

 老朽化や退色等が進んでいる公共施
設の案内看板を除却するなど、道路景観
の改善に努めます。 
 また、道路標識の設置・撤去の指針を
作成し、本年秋から歩道の整備等に合わ
せて道路標識等の集約化を図るととも
に、福井ふるさと百景付近で必要性が低
くなった道路標識を撤去します。 
 広告主を対象とした出前講座を開催
するなど、屋外広告物の乱立防止と景観
に配慮した広告物の普及に努めます。 
 はり紙など簡易な違反広告物を除却
できる権限を、市町がボランティア団体
等へ委任するよう働きかけ、地域住民と
共動して違反広告物が設置されない環
境づくりを進めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

 道路景観を改善するため、関係部局と協議し、計画的に公
共施設への案内看板等を除去しました。 
 ６月に道路標識の設置・撤去の指針を作成し、その指針に
基づいた集約化や撤去を７月から進めました。 
 広告主となる各種団体を対象に出前講座の開催や県の広報
番組でのＰＲなど屋外広告物の乱立防止と景観に配慮した広
告物の普及に努めました。 
 簡易な違反広告物を除却できる権限をボランティア団体等
へ委任していない１１市町に働きかけた結果、あわら市が権
限の委任を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

背面利用や併設などによる道路標識等の減少 

             １６箇所   

            （１０箇所の増） 

（平成２３年度 ６箇所） 

 

簡易な違反広告物を除去できる権限を 

ボランティア団体等に委任する市町数 

               ７市町 

（平成２３年度 ６市町） 

 

背面利用や併設などによる道路標識等の減少   

                 ２０箇所（１４箇所の増） 

 

簡易な違反広告物を除却できる権限をボランティア団体等に委任し

た市町数             

                  ７市町 
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役職 土木部長 氏名 西山 幸治 

項 目 実 施 結 果 

４ 県土に活気の高速交通時代 
◇ 高速交通ネットワークの完結促進 
・舞鶴若狭自動車道の全線開通 
 舞鶴若狭自動車道については、平成２
６年度内のできる限り早い時期に全線
開通できるよう働きかけるとともに、地
域振興につながるスマートインターチ
ェンジの整備促進についても、国と中日
本高速道路株式会社に要請します。 
 
 

〔成果等〕 引き続き実施します。 

 舞鶴若狭自動車道の一日も早い開通や、スマートインター
チェンジの整備促進について国と中日本高速道路株式会社に
要請しました。 
 小浜・敦賀間については、８月には野坂岳トンネルの掘削
が終了し１４本全てのトンネルが貫通し、１０月には敦賀ジ
ャンクション橋の架設が完了するなど、平成２６年度開通に
向けて全区間で工事が進められています。 
 敦賀南スマートインターチェンジについては、４月に設置
が許可され、９月から工事に着手しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

舞鶴若狭自動車道の進捗状況 

 小浜・敦賀間（39 ㎞） 

 ・平成 24 年度に架設完了した橋梁（橋長 100ｍ以上） 

   １７橋（全２２橋中２１橋架設完了） 

      北川橋     次吉高架橋 

      大谷高架橋   黒田川橋 

      はす川橋    耳川橋 

      吉城川橋    上ノ谷橋 

      山上高架橋   黒河川橋 

      堂橋 

      谷川橋（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄランプ） 

      敦賀ＪＣＴ橋 

      鳥羽川橋 

 

 ・平成 24 年度に貫通したトンネル 

   １本（全１４本中１４本貫通） 

      野坂岳トンネル 
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役職 土木部長 氏名 西山 幸治 

項 目 実 施 結 果 

・中部縦貫自動車道の整備促進 
永平寺大野道路については、早期全線

開通のため、未買収の用地の取得を促進
するとともに、平成２６年度開通予定の
福井北・松岡間および平成２４年度開通
予定の勝山・大野間の工事促進を国に要
請します。 
大野油坂道路については、大野東・和

泉間の用地の早期取得に向けて地元調
整を進めるとともに、今年度事業化され
た和泉・油坂間の測量設計の促進を国に
働きかけます。また、残る大野・大野東
間の早期の事業化を国に強く要請しま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔成果等〕 引き続き実施します。 

 中部縦貫自動車道の整備促進や大野・大野東間の早期事業
化について国土交通省に強く要請を行いました。 
永平寺大野道路の勝山・大野間については、3月 24 日に開

通しました。 
福井北・松岡間については、松岡高架橋の架設が開始され、

永平寺東・上志比間では、谷口高架橋下部工事に着手すると
ともに、長年、未買収であった用地の取得に進捗がみられ
ました。 
 大野油坂道路については、大野東・和泉間で用地買収に着
手し、和泉・油坂間では調査設計が進捗しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

中部縦貫自動車道の進捗状況 

 永平寺大野道路 

  勝山・大野間（7.8 ㎞） 

  ・開通（3月 24 日） 

 

  福井北・松岡間（2.2 ㎞） 

  ・松岡高架橋架設開始 

  

  永平寺東・上志比間（5.3 ㎞） 

  ・谷口高架橋下部工事着手 

  ・未買収の用地取得が進捗 

 

大野油坂道路 

  大野東・和泉間（14 ㎞） 

  ・用地買収着手 

 

  和泉・油坂間（15.5 ㎞） 

  ・調査設計着手 



 

12 

 

役職 土木部長 氏名 西山 幸治 

項 目 実 施 結 果 

・主要県内道路・県境道路の整備 
 高規格幹線道路と連結する基幹的な
道路ネットワークの整備を最優先課題
とします。 
 また、県民の安全と利便性、効果、効
率性とともに地元合意や市町の協力体
制なども考慮し、優先度をつけて計画的
に整備します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

 中部縦貫自動車道勝山ＩＣ～大野ＩＣ間や大野ＩＣにアク
セスする国道１５７号大野バイパスをはじめとする主要道路
６箇所が供用されました。 
 

◇ 海と空の拠点を最大活用 
・敦賀港の利用促進【部局連携】 
 取扱貨物量の増加や中国航路誘致に
向け、鞠山南地区多目的国際ターミナル
において、コンテナ貨物の荷捌き施設で
あるＣＦＳの整備を進めるとともに、物
流拠点としての機能をさらに強化する
ために港湾計画の検討を行います。 
 ＊ＣＦＳ：コンテナ・フレート・ステ
ーション 
 
 
 
 
 
 

〔成果等〕 引き続き実施します。 

 ＣＦＳについては、実施設計を完了し、年度内に建設工事
を発注して、平成２５年秋の完成を目指し準備を進めます。 
また、港湾計画については、近年の貨物量の動向を分析す

るとともに、今後の敦賀港のあるべき姿について利用者など
からの意見をとりまとめました。 

 

県内主要道路の供用箇所数   １１箇所 

(平成２３年度末 ５箇所) （６箇所の増） 

主要道路の供用箇所数   ６箇所 

・国道１５８号〔奈良瀬～境寺バイパス〕 

      （福井市奈良瀬町～境寺町）   4 月 21 日 

・国道３０５号〔越廼バイパス〕    

      （福井市大味町～蒲生町）    11 月 11 日 

・国道１５７号〔大野バイパス〕 

      （大野市新在家～吉）    25 年 3 月 24 日 

・主要地方道坂本高浜線〔１期工区〕 

      （おおい町石山）      25 年 3 月 18 日 

・都市計画道路戸谷片屋線 

    （越前市瓜生町～芝原２丁目）  25 年 3 月 20 日 

・中部縦貫自動車道 

〔勝山ＩＣ～大野ＩＣ間〕  25 年 3 月 24 日 
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役職 土木部長 氏名 西山 幸治 

項 目 実 施 結 果 

・福井港の利用促進【部局連携】 
 より安全で使い易い福井港を目指し、
中央航路において１１月までに航路幅
の拡大を行います。 
 また、航路への土砂堆積を軽減するた
めの対策について検討を行います。 

〔成果等〕 引き続き実施します。 

 中央航路においては、水深１０ｍの航路幅を１６０ｍに拡
大する浚渫工事を、昨年１１月に完了しました。 
 また、福井港航路堆砂対策検討会において、中央航路への
土砂流入の軽減対策案をとりまとめました。 

◇ 次の５０年の都市改造 
・福井駅周辺部の整備【部局連携】 
 福井駅付近連続立体交差事業は、鉄道
で分断されている東西市街地の一体化
を図る重要な事業であり、えちぜん鉄道
の早期高架化に向け、都市計画変更の手
続きを行うとともに、工事着手に向けた
検討を進めていきます。 

〔成果等〕 引き続き実施します。 

えちぜん鉄道の高架化については、新幹線高架の東側に高
架化する計画で１２月に都市計画変更を行いました。 
また、新幹線高架に乗入れる仮設線路の詳細設計に着手し

ました。 
３月には、国から高架化事業の事業計画変更の認可を得ま

した。今後、出来るだけ早く仮設線路の工事に着手できるよ
う取り組んでいきます。 
 

・足羽川の利活用の推進 
 足羽川において、水辺に親しむイベン
ト、川遊び、釣り体験などの活動の定着
を図るとともに、１０月頃までに舟を利
用した河川の美化活動に取り組みます。 
 さらに、足羽川の魅力を観光関係団体
のホームページに掲載するなどして情
報発信を行い、人と川のつながりを広げ
ます。 
 
 
 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

 市民団体や学校、企業などで構成する「まちなか足羽川会
議」の参加団体と共動して、アユの稚魚放流やボートの川下
りといった体験活動を実施し、多くの県民に参加いただきま
した。 
また、４月から舟による河川管理を試行的に実施するとと

もに、１０月にはボートを購入し更なる河川管理の充実に向
けた取り組みをスタートさせました。 
さらに、足羽川の利活用に関するホームページを作成し、足
羽川の魅力の発信を行いました。 
 
 

釣りやカヌーなどの体験活動への参加者数                       

２，２００人 

（平成２３年度   ２，０７７人）     

 釣りやカヌーなどの体験活動への参加者数 

                     ２，３８３人 

   主な体験活動 

     ・ アユの稚魚放流体験       ２００人 

     ・ ボートの川下り          ８０人 

     ・ 復興エコキャンドル       ８５０人 

     ・ ふくいまちかどコンサート    ５００人 

・ 魚釣り教室            ５２人 
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役職 土木部長 氏名 西山 幸治 

項 目 実 施 結 果 

◇ 電車・バス・自転車に乗りやすい街 
・自転車道の整備【部局連携】 
 既存の自転車道や河川堤防を活用し、
自転車走行環境の整備を進めます。 
 また、市町やカーセーブに関係する団
体等と共動し、県境や観光地を含む自転
車道のネットワーク化、利用促進を図り
ます。 
 
 
 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

 永平寺福井自転車道から九頭竜川堤防などを活用して、 

案内板設置や路面表示により、利用者の誘導を行うことで、
道の駅みくにまでのネットワーク化を図りました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 行財政構造改革による財源の確保 
◇ １５０億円の「政策推進枠予算」を
確保 

・県有地の売却・利活用 
 土地利用促進チームが、専門業者の販
売ノウハウを活用し、県有地（元土地開
発公社・住宅供給公社保有地）の民間企
業等への売却や利活用を進めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔成果等〕 目標を上回って達成しました。 

 関係団体、近隣企業、宅建業者へのＰＲや訪問活動、一般
公募を行い、１２区画を売却、１区画を有償貸付しました。
これからも訪問活動等を継続していくとともに、宅地建物取
引業団体等の情報網やノウハウを活用して、土地の売却や利
活用を進めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

自転車道のネットワーク化による安全な

通行の確保     約１１４ｋｍ 

（平成２３年度末  １０３ｋｍ） 

自転車道のネットワーク化による安全な通行の確保 

                約１１４ｋｍ 

売却・利活用する土地の区画数７区画 売却・利活用した土地の区画数    １３区画 

                        

〔売却〕 １２区画 

・坂井市江留中    個人に１区画売却 

・花乃杜ハイツ   個人・業者に１１区画売却 

 

〔有償貸付〕１区画 

・福井市大手 民間業者に駐車場として有償貸付 

 （H23.6～H26.3）  

 

・平成２４年度歳入：49,409千円 (実績） 

 

                  


